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助成活動名 精神疾患を持つ当事者とその家族が地域で安心して暮らして行くための活動  

助成額  300,000 円 

活動内容 

目的 

 
精神障がい者を持つ家族は問題を家庭に中だけで抱え込み、誰にも相談できずに
いる。精神疾患は誰もがかかる病である。当事者が住んでいる地域で、安心・安
全に暮らしていくためには周りの理解と当事者に優しい環境が必須である。まず
は、家庭内でのストレスを軽減する事が第 1 である。家族の役割は大きい。再発
防止のためにも家族の関わり方が重要になってくる。 
家族が正しい知識を身に付け、よりよい行動をしていく事が大事である。 
一人でも多くの当事者と家族が救われるための活動が目的である。 
 

内容 

 
1.精神障がい者家族サポーター事業 
 （1）家族相談電話（あかいわ・家族ライン）  
       日 時：毎週金曜日 10：00～15：00 
 （2）家族訪問相談（あかいわ・家族サポート）随時 
       実施件数：3 件 
       場  所：津山市 
       家族訪問に行き、実際抱えている問題を聴き、解決に向けて一緒

に考える。情報提供をする。 
 （3）かって塾（居場所）  
       日 時：毎月第 4 土曜日  11：00～15：00  
             10 月・12 月中止 （開場の都合） 
       場 所：桜が丘プラザ （赤磐市桜が丘東 5 丁目 5-397） 
       参加費：200 円 昼食は各自で用意する 
       参加者：延べ 61 名 ／平均 6 名 （10 回） 
 
2.あかいわ市家連 メンタルヘルス講座 5 回実施 
    １～３回目 傾聴 
       講 師：川崎医療福祉大学 長崎和則氏 
       日 時：7 月 20 日・8 月 17 日・9 月 21 日  13；30～15；30 
       場 所：山陽公民館 講座視聴覚 
       参加者：延べ人数 53 名（平均 18 名） 
    【感想】①傾聴をしている時の自分のくせがよく分かった。 
        ②ロールプレイをもとに 8 つの具体的な方法について深められ   
         た。 
        ③最後の言い換え、要約の体験が大変勉強になった。 
 
 



    ４回目 当事者を支える支援者のホンネから見えてくる地域共生社会 
        講 師：武内社会福祉事務所  代表 武内俊樹氏 
 
         日 時：10 月 26 日（日）13：30～15：30 
         場 所：山陽公民館 講座視聴覚 
         参加者：10 名 
     【感想】①武内さんの経歴かでら聞ける職場の話や悩みなどを聞く   
          事が出来て良かった。 
         ②当事者の事ばかり考えていたが、支援者の方がいろいろ面   
          倒で大変な事が良く理解できた。 
 
     ５回目 訪問看護現場 のお話  
            ～本人・家族への実際の関わりから～ 
          講 師：（株）八豊会 訪問看護ステーション 
                 タウンサークル 井上哲氏  
          日 時：12 月 7 日（日）13：30～15：30          
          会 場：赤磐市立山陽公民館 講座視聴覚室         
          参加者： 8 名 
     【感想】①参加者がざっくばらんに話が出来て良かった。 
         ②井上さんが本人に寄り添う気持ちが伝わってきた。 
 
3.英国・メリデン版訪問家庭支援  
      川崎医療福祉大学 医療福祉部医療福祉学科 教授 長崎和則先生  
      にお願いし、家族間の相互理解を深める。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
英国・メリデン版訪問家庭支援の追加 
  本人との意思疎通が困難な家庭を訪問し、家族間の交流が良くなる様にする為 
  3 回まではお試しであかいわ市家連が支払う。4 回目以降は支援を受けた家族 
  が負担する。 
 

成果 

 
1. 精神障がい者家族サポーター事業 

⚫ 家族電話相談に関しては、個人の携帯を利用しているので大きく宣伝し
ていない。知人らの相談、紹介者からの相談がある。 

⚫ 家族訪問相談に関しては、津山の方からの依頼があった。 
50 代の息子さんに成年後見をつけているが不親切で、病院に対しても不
信感がある。退院したが親子の会話がうまくいかないとの相談であっ
た。ピアポーター 2～3 人訪問して息子さんと母親の話を個別に聞い
た。3 度の訪問で息子さんも心を開いてくれるようになった。母子ともど
も次の訪問を心待ちにしていると話してくれた。 

⚫ かって塾に関しては新しい参加者が増えた。親子での参加者もいる。 
立場が違う方の話が聞けてとても勉強になった。発達障がいの子供さん 

    を持つ方がこんな会があることを初めて知ったとその後毎回来ている。 
2. あかいわ市家連 メンタルヘルス講座 

⚫ 今回は予算の都合で 5 回実施した。【傾聴】に関しては支援者方が多く参
加した。講師の熱の入った講義に感動した。支援者は今までのやり方を 
見直すことが出来たととても喜んでいた。家族は難しかったと言う意見
もあったが、何度も勉強して自分のものにしたい。 

⚫ あと 2 回の講座は支援者のホンネから の話であった。 
支援者の苦労が良く解った。気軽に話し合いが出来てとても良かった。 

3. 英国・メリデン版訪問家庭支援  
        日 時：10 月 18 日 
            11 月 23 日 
            12 月 14 日 
        参加者：一家庭 
 感想：父親との関係が不仲であったが息子と交流ができるようになった。 
 



今後の課題と対
応策 

 
メンタルヘルス講座での勉強はもちろん継続したい。家族の悩みはそれぞれである。親なき
後、お金の問題、一人で暮らせるのだろうか、地域と上手くやっていけるのだろうかなどな
ど、問題は多い。個々の家庭に寄り添った対応をしていきたいと思う。 
家族ピアポーター事業と英国メリデン版訪問家庭支援に力を入れていきたい。 
個々の家庭の問題が解決できることが明日の希望に繋がると考える。 
資金の調達が課題である。 
 

写真の提出 

 
 メンタルヘルス講座 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


